
市議会

■　
足た
る
さ
わ澤　
美み

樹き　
内
科
長

　
　

昭
和
45
年
盛
岡
市
生
ま
れ
。

岩
手
医
科
大
学
医
学
部
卒

　
「
医
療
の
道
を
目
指
す
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
身
近
な
親
が
医
師

で
、
そ
の
姿
を
見
て
き
た
か
ら
で

す
ね
」。
そ
う
話
し
て
く
れ
た
の

は
、
内
科
長
と
し
て
着
任
し
た
足

澤
医
師
。「
よ
い
医
療
を
提
供
す

る
に
は
、
医
師
と
患
者
が
協
力
す

る
必
要
が
あ
る
ん
で
す
。
日
頃
の

生
活
の
中
で
、
気
に
な
っ
た
体
の

こ
と
を
書
き
留
め
て
お
い
て
も
ら

え
れ
ば
、
相
談
し
や
す
い
環
境
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と
、
優
し

い
口
調
で
語
り
ま
す
。

　
　

信
頼
さ
れ
、
よ
り
よ
い
医
療

を
目
標
に
し
た
い　

と
い
う
抱
負

か
ら
も
、
地
域
医
療
に
か
け
る
意

気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

■　
舘た
て
み
ち道　
芳よ
し
の
り徳　
内
科
医
長

　

昭
和
52
年
矢
巾
町
生
ま
れ
。
山

形
大
学
医
学
部
、
岩
手
医
科
大
学

大
学
院
卒

　　

好
き
な
言
葉
は
、『
一
意
専
心
』。

こ
の
言
葉
に
は
、「
正
し
く
診
察

を
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
医
師
と
し

て
の
責
務
」と
い
う
自
身
の
心
構

え
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
よ
う
で

す
。

　
「
西
根
病
院
は
、
ス
タ
ッ
フ
間

の
連
携
が
と
れ
て
い
て
、
雰
囲
気

が
い
い
。
市
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
と

重
な
る
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す

よ
」
と
、語
っ
て
く
れ
た
舘
道
医

師
。西
根
病
院
の
患
者
さ
ん
に
は
、

「
地
域
医
療
に
少
し
で
も
貢
献
し

た
い
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

西
根
病
院
に
新
し
い
医
師
２
人
が
着
任

漆
器
職
人
を
目
指
す
新
研
修
生
が
入
所

　

国
保
西
根
病
院
に
４
月
１
日
か
ら
、
２
人
の
新
し
い
内
科
医

師
が
着
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
西
根
病
院
の
内
科
医
師
は
３

人
態
勢
と
な
り
、
よ
り
一
層
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
沖
縄
県
名
護

市
職
員
の
兼か
ね
し次
奈な

緒お

子こ

さ
ん
が
、

商
工
観
光
課
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

市
安
代
漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
入
所
式
が
、
４
月
６
日
、
安
代
総

合
支
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
入
所
の
研
修
生
は
、
市
内
大
更
出
身
の
豊と
よ
は
ら原
智と
も
み美
さ
ん
（
36
）

と
名
古
屋
出
身
の
樋ひ
も
と元
や
よ
い
さ
ん
（
36
）。
偶
然
に
も
ま
っ
た
く
同
じ

生
年
月
日
の
２
人
で
す
が
、「
漆
器
を
一
つ
の
道
と
し
て
追
求
し
た
い
」

と
語
る
豊
原
さ
ん
に
対
し
、
樋
元
さ
ん
は
「
漆
器
に
は
も
っ
と
可
能
性
が

あ
る
は
ず
。
日
常
品
へ
の
応
用
を
考
え
、
海
外
へ
の
展
開
を
見
据
え
て
い

き
た
い
」
と
商
業
ベ
ー
ス
で
の
確
立
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
人
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
漆
器
職
人
の
伝
統
技
術
を
習
得
す
る
た
め
、

２
年
間
の
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

友
好
都
市
の
名
護
市
か
ら
職
員
が
派
遣

　

市
議
会
は
４
月
２５
日
、
第
２
回

臨
時
会
を
市
議
会
議
場
で
開
き
、

議
長
に
瀬
川
健
則
氏
（
65
）
＝
新

生
会
＝
を
再
選
、
副
議
長
に
工
藤

直
道
氏
（
53
）
＝
市
政
ク
ラ
ブ
＝

を
新
た
に
選
出
し
ま
し
た
。

　

本
来
、
正
副
議
長
の
任
期
は
４

年
で
す
が
、
３
月
の
市
議
会
議
員

全
員
協
議
会
で
、
常
任
委
員
会
の

任
期
に
合
わ
せ
、
中
間
に
当
た
る

２
年
目
の
終
わ
り
に
評
価
を
受
け

る
と
い
う
申
し
合
わ
せ
に
基
づ

き
、
同
日
、
瀬
川
議
長
と
髙
橋
光

幸
副
議
長
が
辞
職
願
を
提
出
。
こ

れ
に
よ
り
、
正
副
議
長
選
が
、
全

議
員
24
人
に
よ
る
単
記
無
記
名
投

票
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
議
長
選
は
瀬
川
氏

13
票
、
無
効
11
票
、
副
議
長
選
は
、

工
藤
直
道
氏
13
票
、髙
橋
守
氏（
八

起
会
）
10
票
、
無
効
１
票
と
な
り

ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
な
ど
の
構
成
は

左
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会

以
外
の
委
員
会
の
正
副
委
員
長
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
任
期
が
満
了

す
る
５
月
11
日
以
降
に
決
定
さ
れ

る
予
定
で
す
。

４月６日、入所式に臨む
　  豊原智美さん（左）、樋元
　  やよいさん

各常任委員会などの委員構成
総務常任委員会 　　工藤　直道　　北口　和男　　髙橋　光幸　　大和田順一　　髙橋　　守

　　髙橋喜代春　　大森　力男

教育民生常任委員会 　　米田　定男　　三浦　　侃　　関　善次郎　　小笠原壽男　　伊藤　一彦 
　　田中榮司夫　　工藤　　剛　　渡辺　義光

産業建設常任委員会 　　松浦　博幸　　髙橋　悦郎　　田村　　孝　　小野寺昭一　　古川　津好
　　遠藤　公雄　　渡邊　　正　　立花　安文

※　常任委員会は、審議を効率的に行うために設置されてます。

議会運営委員会 　　工藤　直道　　米田　定男　　関　善次郎　　伊藤　一彦　　髙橋　　守　　田村　　孝
※　議会運営委員会は、議会運営に関わることを審議・決定します。（議長、副議長はオブザーバー）

議会広報特別委員会 　◎髙橋　悦郎　○髙橋喜代春　　小野寺昭一　　古川　津好　　渡辺　義光　　立花　安文
※　議会広報特別委員会は、議会広報の編集を行います。（◎は委員長、○は副委員長）

盛岡地区広域消防組合議会議員 　大和田順一

盛岡北部行政事務組合議会議員 　三浦　　侃　　伊藤　一彦　　田中榮司夫
　遠藤　公雄　　渡辺　義光

岩手県後期高齢者医療広域連合議会議員 　関　善次郎

農業委員（議会推薦） 　渡邊　　正

監査委員（議会選出） 　遠藤　公雄

会派構成（○は代表）
新生会（しんせいかい） ５人 　○田村　　孝　　瀬川　健則　　松浦　博幸　　渡辺　義光　　大森　力男
市政クラブ（しせいくらぶ） ５人 　○工藤　直道　　大和田順一　　田中榮司夫　　工藤　　剛　　立花　安文
八起会（はっきかい） ４人 　○髙橋　　守　　三浦　　侃　　小笠原壽男　　小野寺昭一
自由クラブ（じゆうくらぶ） ３人 　○関　善次郎　　遠藤　公雄　　髙橋喜代春
緑松会（りょくしょうかい） ３人 　○伊藤　一彦　　髙橋　光幸　　古川　津好

無会派 ４人
　　米田　定男（日本共産党）　　髙橋　悦郎（日本共産党）
　　北口　和男（公明党）
　　渡邊　　正

※　会派とは、基本的政策が一致する議員の団体のことをいい、本市議会では原則として３人以上の議員で構成する
　こととしています。

瀬
川
健
則
氏
を
議
長
に
再
選 

工
藤
直
道
氏
が
新
副
議
長
に

瀬川健則　議長工藤直道　副議長

　

こ
れ
は
、
本
市
か
ら
沿
岸
の
２

市
町
へ
職
員
を
３
人
派
遣
し
て
い

る
こ
と
に
伴
い
、
友
好
都
市
で
あ

る
名
護
市
か
ら
、
被
災
地
の
後
方

支
援
と
し
て
配
属
し
て
い
た
だ
い

た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
配
属
は
、
来
年
３
月
末

ま
で
の
予
定
で
す
。

４月 25 日、市議会議場で開かれた第 2 回臨時会
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